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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第58期

第３四半期連結
累計期間

第59期
第３四半期連結
累計期間

第58期

会計期間
自平成24年７月１日
至平成25年３月31日

自平成25年７月１日
至平成26年３月31日

自平成24年７月１日
至平成25年６月30日

売上高（千円） 2,409,017 3,552,936 3,795,435

経常利益（千円） 65,945 243,644 189,215

四半期(当期)純利益 (千円) 127,158 240,011 163,299

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
130,006 233,945 150,792

純資産額（千円） 1,900,093 2,135,837 1,920,879

総資産額（千円） 4,497,330 5,644,991 5,195,671

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
20.16 38.06 25.89

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 42.2 37.8 37.0

　

回次
第58期

第３四半期連結
会計期間

第59期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成25年１月１日
至平成25年３月31日

自平成26年１月１日
至平成26年３月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
23.90 18.64

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

   ません。

３．売上高には、消費税等は含まれておりません。    

　

２【事業の内容】

  当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

      当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。　

（１）業績の状況　

　   当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、個人消費が消費増税前の駆け込み需要が顕在化したことに

    加えて、緊急経済対策の進捗に伴い公共投資も増勢が続くなど、内需を中心に底堅く推移し景気は緩やかに回復

   しているものの、増税後の景気悪化に対する企業の警戒感の強さや円安地合いの輸入コスト上昇、欧州や新興国

    の政治・経済情勢等、日本経済を巡る不透明な状況は依然として続いております。

     建設業界におきましては、緊急経済対策の着工・進捗に伴う公共投資の増勢持続が続いておりますが、依然と

    して技能工等の人手不足状況や円安持続での資材等建設コスト上昇が収益を圧迫する等、厳しい状況は依然とし

    て続いております。

　　　このような状況下、当社グループは総力を挙げて受注活動を行うとともに、砕石製品等の販路拡張にまい進し

　　　　てまいりました。

　その結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は35億５千２百万円（前年同四半期比47.5％増）とな

り、営業利益２億９百万円（前年同四半期は営業利益６百万円）、経常利益２億４千３百万円（前年同四半期比

269.5％増）となり、その結果、四半期純利益は２億４千万円（前年同四半期比88.8％増）となりました。

　　　　　なお、当社グループの売上高は、通常の営業形態として完成工事高が下半期、特に第３四半期に偏ることか

　　　　ら、通期の業績予想に対し第２四半期までの売上高の割合が低くなるといった季節的変動があります。

　セグメントごとの業績を示すと次のとおりであります。

（建設事業部門）

　当第３四半期連結累計期間の受注高は20億７百万円（前年同四半期比24.6％増）、完成工事高は15億９千６百

万円（前年同四半期比94.9％増）、営業利益は１億１千５百万円（前年同四半期は営業損失３百万円）となりま

した。

（砕石事業部門）

　当第３四半期連結累計期間の売上高は13億６千４百万円（前年同四半期比33.2％増）、営業利益は２億５千１

百万円（前年同四半期比51.1％増）となりました。

（酒類事業部門）

　当第３四半期連結累計期間の売上高は２億５千６百万円（前年同四半期比1.0％減）、営業損失は４千５百万

円（前年同四半期は営業損失４千１百万円）となりました。

（その他の事業部門）　

　その他の事業部門の当第３四半期連結累計期間の売上高は３億３千５百万円（前年同四半期比9.3％増）、営

業利益は１千２百万円（前年同四半期比153.7％増）となりました。

（２）対処すべき課題、研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更はあり

ません。また、研究開発活動に関しては該当事項はありません。
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（３）生産、受注及び販売の実績

   ① 生産実績

セグメントの名称 前第３四半期累計期間 当第３四半期累計期間
前年同期比
（％）　

砕石事業（千円） 951,156 1,275,718 34.1

　    （注）１．金額は販売価格によっております。

    ２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　      ② 受注実績

セグメントの名称 前第３四半期累計期間 当第３四半期累計期間
前年同期比
（％）

建設事業（千円） 1,611,271 2,007,459 24.6

　　  （注）１．当社及び連結子会社では建設事業以外は受注生産を行っておりません。

　　  （注）２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

   ③ 売上実績

セグメントの名称 前第３四半期累計期間 当第３四半期累計期間
前年同期比
（％）

建設事業（千円） 819,514 1,596,905 94.9

砕石事業（千円） 1,024,266 1,364,723 33.2

　    （注）　 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

（４）主要な設備　

平成26年３月31日現在

会社名
(所在地)

セグメントの
名称

設備の内容

帳簿価額

従業員数
（人）建物・構築物

(千円)

機械装置・運
搬具・工具器
具備品
(千円)

土地
（千円）
(面積㎡)

合計
（千円）

　提出会社 その他の事業 太陽光発電設備 － 269,904

　

－

　

269,904 －
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 21,240,000

計 21,240,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成26年３月31日)

提出日現在発行数（株）
(平成26年５月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,610,000 6,610,000 福岡証券取引所
単元株式数　

1,000株

計 6,610,000 6,610,000 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

  　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

　平成26年１月１日～

平成26年３月31日　　　
－ 6,610 － 942,950 － 235,737

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成25年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

　①【発行済株式】

 平成26年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  　302,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 6,303,000 6,302 －

単元未満株式 普通株式    　5,000 － －

発行済株式総数 6,610,000 － －

総株主の議決権 － 6,302 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個は含めておりません。

　②【自己株式等】

 平成26年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

サイタホールディングス

株式会社

福岡県朝倉市下渕

472番地
303,000 － 303,000 4.58

計 － 303,000 － 303,000 4.58

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年１月１日から平

成26年３月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年７月１日から平成26年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、如水監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 1,267,502 1,344,231

受取手形・完成工事未収入金等 1,224,731 1,338,956

未成工事支出金等 199,323 162,800

繰延税金資産 15,624 36,042

その他 15,014 25,021

貸倒引当金 △9,688 △10,279

流動資産合計 2,712,508 2,896,773

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 440,132 421,169

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 291,552 702,529

土地 745,070 755,470

リース資産（純額） 43,534 56,844

建設仮勘定 202,411 －

その他 58,355 55,735

有形固定資産合計 1,781,056 1,991,750

無形固定資産

採石権 52,584 38,510

その他 4,115 3,879

無形固定資産合計 56,700 42,390

投資その他の資産

投資有価証券 222,068 233,343

保険積立金 137,599 148,553

繰延税金資産 9,102 24,086

その他 349,468 373,926

貸倒引当金 △72,832 △65,832

投資その他の資産合計 645,406 714,077

固定資産合計 2,483,163 2,748,217

資産合計 5,195,671 5,644,991
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 773,190 870,309

短期借入金 1,502,553 1,540,557

リース債務 15,277 22,008

未払費用 49,051 44,585

未払法人税等 98,374 27,531

未成工事受入金 28,894 119,843

工事損失引当金 16,500 900

賞与引当金 26,647 19,275

その他 95,042 182,890

流動負債合計 2,605,530 2,827,901

固定負債

長期借入金 395,654 477,832

リース債務 33,886 42,218

退職給付引当金 125,940 127,840

役員退職慰労引当金 106,421 26,669

その他 7,359 6,693

固定負債合計 669,261 681,252

負債合計 3,274,792 3,509,154

純資産の部

株主資本

資本金 942,950 942,950

資本剰余金 716,574 716,574

利益剰余金 323,590 544,681

自己株式 △35,351 △35,417

株主資本合計 1,947,764 2,168,788

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △13,907 △13,258

為替換算調整勘定 △12,977 △19,693

その他の包括利益累計額合計 △26,884 △32,951

純資産合計 1,920,879 2,135,837

負債純資産合計 5,195,671 5,644,991
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年７月１日
　至　平成25年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年７月１日
　至　平成26年３月31日)

売上高

完成工事高 819,514 1,596,905

兼業事業売上高 1,589,502 1,956,030

売上高合計 2,409,017 3,552,936

売上原価

完成工事原価 776,583 1,400,912

兼業事業売上原価 1,189,550 1,381,655

売上原価合計 1,966,133 2,782,567

売上総利益

完成工事総利益 42,931 195,993

兼業事業総利益 399,952 574,375

売上総利益合計 442,883 770,369

販売費及び一般管理費 436,740 560,600

営業利益 6,143 209,769

営業外収益

受取利息 493 954

受取配当金 819 1,014

固定資産賃貸料 2,978 3,009

持分法による投資利益 20,118 29,729

貸倒引当金戻入額 1,002 7,000

雇用調整助成金 8,124 851

為替差益 48,669 11,005

その他 6,361 6,996

営業外収益合計 88,568 60,561

営業外費用

支払利息 27,328 23,303

その他 1,437 3,382

営業外費用合計 28,765 26,685

経常利益 65,945 243,644
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年７月１日
　至　平成25年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年７月１日
　至　平成26年３月31日)

特別利益

固定資産売却益 1,087 8,633

受取保険金 114,520 －

特別利益合計 115,607 8,633

特別損失

貸倒損失 1,800 －

固定資産除却損 1,506 2,470

減損損失 － 4,700

特別損失合計 3,306 7,170

税金等調整前四半期純利益 178,246 245,106

法人税、住民税及び事業税 46,466 40,906

法人税等調整額 4,620 △35,811

法人税等合計 51,087 5,095

少数株主損益調整前四半期純利益 127,158 240,011

四半期純利益 127,158 240,011
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年７月１日
　至　平成25年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年７月１日
　至　平成26年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 127,158 240,011

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 29,573 649

為替換算調整勘定 △26,725 △6,715

その他の包括利益合計 2,847 △6,066

四半期包括利益 130,006 233,945

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 130,006 233,945

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１　偶発債務

債務保証

前連結会計年度（平成25年６月30日）

　(有) 山本商店の金融機関からの借入債務に対する保証が、2,000千円あります。

　

当第３四半期連結会計期間（平成26年３月31日）

　(有) 山本商店の金融機関からの借入債務に対する保証が、2,000千円あります。　

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間（自 平成24年７月１日 至 平成25年３月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自 平成25年７月１日 至 平成26年３月31日）

１　当社グループの主たる事業である建設事業においては、完成工事高が第３四半期連結会計期間に集中すると

いう季節的変動要因があります。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

  
前第３四半期連結累計期間
（自  平成24年７月１日
至  平成25年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成25年７月１日
至  平成26年３月31日）

減価償却費 115,358千円 177,057千円

　　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年７月１日　至　平成25年３月31日）

配当に関する事項

　 該当事項はありません。

 　　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成25年７月１日　至　平成26年３月31日）

配当に関する事項

　  配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年９月26日

定時株主総会
普通株式 18,921 3 平成25年６月30日 平成25年９月27日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成24年７月１日　至平成25年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位 : 千円）

　

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

建設事業 砕石事業 酒類事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上

高
819,514 1,024,266 258,555 2,102,336 306,680 2,409,017 － 2,409,017

セグメント間の内
部売上高又は振替
高

5,312 8,371 164 13,847 12,983 26,831 △26,831 －

計 824,826 1,032,637 258,719 2,116,184 319,664 2,435,848 △26,831 2,409,017

セグメント利益又は

損失（△）
△3,616 166,761 △41,886 121,258 4,805 126,063

△

119,920
6,143

（注）　　１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、石油販売事業、不動産事

　　　　　　業、環境事業及び警備事業を含んでおります。

　　２．セグメント利益の調整額119,920千円には、セグメント間取引消去26,831千円、各報告セグメントに

　　　配分していない全社費用93,089千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

　　　い一般管理費であります。

　　３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　　

　　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成25年７月１日　至平成26年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位 : 千円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

建設事業 砕石事業 酒類事業 計

売上高         

外部顧客への売上

高
1,596,905 1,364,723 256,082 3,217,711 335,225 3,552,936 － 3,552,936

セグメント間の内
部売上高又は振替
高

12,000 33,996 581 46,577 21,238 67,815 △67,815 －

計 1,608,905 1,398,719 256,663 3,264,288 356,463 3,620,752 △67,815 3,552,936

セグメント利益又は

損失（△）
115,673 251,969 △45,143 322,498 12,190 334,689

△

124,920
209,769

（注）　　１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、石油販売事業、不動産事

　　　　　　業、太陽光発電事業、環境事業及び警備事業を含んでおります。

　　２．セグメント利益又は損失の調整額124,920千円には、セグメント間取引消去67,815千円、各報告セグ

　　　メントに配分していない全社費用57,104千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに

　　　帰属しない一般管理費であります。

　　３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「その他」セグメントにおいて、工具器具備品等の減損損失4,700千円を計上しております。
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（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年７月１日
至　平成25年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年７月１日
至　平成26年３月31日）

　１株当たり四半期純利益金額 20円16銭 38円6銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 127,158 240,011

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 127,158 240,011

普通株式の期中平均株式数（千株） 6,307 6,306

　　（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

          　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。  

 

２【その他】

　該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成26年５月13日

サイタホールディングス株式会社

取締役会　御中

如水監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 永利　新一　　印

　
　

指定社員
業務執行社員

 公認会計士 廣島　武文　　印

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサイタホール
ディングス株式会社の平成25年７月１日から平成26年６月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成26年
１月１日から平成26年３月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年７月１日から平成26年３月31日まで）に係
る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記
について四半期レビューを行った。
  
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
  経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
  
監査人の責任  
  当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
  四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
  当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
  
監査人の結論  
  当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、サイタホールディングス株式会社及び連結子会社の平成26年３月31日
現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項
がすべての重要な点において認められなかった。
  
利害関係
  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
  

以  上

　

　

（注） １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

期報告書提出会社）が別途保管しております。

      ２　四半期連結財務諸表の範囲には、XBRLデータ自体は含まれておりません。
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